
政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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総括主査  五十嵐　淳

・自然と共生し、潤いと安らぎのある水辺空間の創造を目指します。

・台風や局地的集中豪雨による降雨災害に強い、安心できる河川や排水路の整備、管理を目指します。

・都市化の進展により雨水の短時間流出量が増加しており、また最近は、局地的な集中豪雨により、浸水による被害が増加

傾向にあることから、これらの浸水被害が過去に発生した箇所あるいは今後新たに発生する恐れのある箇所について雨水排

水施設の整備が推進されることにより、市民の安全安心な暮らしが保たれている状態を目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

令和元年度
平成30年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

1349  河川維持管理事業

河川愛護団体の組織化数
1

7 7 7 7 7 7 7
団体数

7 7 - - - - -

11170  電源立地地域対策交付金事業

事業費による換算延長（年度事業費/総事業費×総延長）
2

0 24 61 25 25 0 0
ｍ

18.2 24 - - - - -

13792  下水道整備事業（雨水）

雨水排水施設整備面積
3

262 262 264 266 268 270 270
ha（累計）

262 0 - - - - -
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・一級河川木賊川の県施行による木賊川遊水地の整備については、平成27年度から工事着手されています。
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(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)
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1349  河川維持管理事業

17,483 15,485 12.9 16,249 16,249 16,249 66,230

9511  外山地内排水路改修事業

0 0 0.0 0 0 0 0

10618  仁沢瀬川外治水対策事業

30,521 31,500 △3.1 122,000 122,000 122,000 396,521

11170  電源立地地域対策交付金事業

10,800 12,100 △10.7 5,000 5,000 0 20,800

12962  滝沢市河川整備計画事業

0 0 0.0 15,000 0 0 15,000

13418  （仮称）地域保全計画推進事業

0 0 0.0 0 0 0 0

13792  下水道整備事業（雨水）

0 15,000 皆減 121,000 51,000 51,000 223,000

15277  準用河川仁沢瀬川河川台帳整備事業

0 0 0.0 0 15,000 0 15,000


